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社 会 資 本 整 備 を 通 し て 、 つ く ば み ら い 市 の 更 な る 発 展 に 尽 力 し ま す

特 集 ／ 小 田 川 浩 つ く ば み ら い 市 長 3 期 就 任 イ ン タ ビ ュ ー 広 告 企 画 ・ 制 作 　 建 設 未 来 通 信 社 広 告 部

市 民 が 安 心 し て 暮 ら せ る ま ち づ く り
～ ス マ ー ト I C や ワ ー プ ス テ ー シ ョ ン 周 辺 開 発 ～

組 ん で い き た い 。　
今 後 も 、 市 民 の 皆 さ ま の

声 を 大 切 に し な が ら 、  「 つく ば み ら い 市 ら し さ 」 を 感じ ら れ る 、 多 世 代 交 流 と にぎ わ い の あ る 持 続 可 能 な まち づ く り を 進 め て い く 。　
■ み ら い 平 駅 前 広 場 の 整

備 に つ い て　
み ら い 平 駅 前 広 場 に つ い

て は 、 つ く ば エ ク ス プ レ ス開 業 以 降 の 人 口 増 加 や 駅 利用 者 の 増 加 に 伴 い 、 朝 夕 を中 心 に 送 迎 車 両 に よ る 混 雑が 発 生 し て い る こ と か ら 、交 通 環 境 の 改 善 や 安 全 性 の向 上 が 課 題 と な っ て い る 。　
こ の た め 、 市 で は 、 駅 前

広 場 の 再 整 備 に 向 け 、 交 通量 調 査 や 利 用 者 ア ン ケ ー ト等 を 実 施 し 、 現 状 の 課 題 や将 来 交 通 需 要 の 把 握 を 進 めて い る 。　
整 備 に あ た っ て は 、 駅 利

用 者 や 送 迎 利 用 者 を は じめ 、 誰 も が 利 用 し や す い 駅

も た ち が 思 い 切 り 遊 べ る 環境 を 整 え る と と も に 、 若 い世 代 か ら 高 齢 者 ま で 、 多 くの 人 が 集 い 、 交 流 し 、 ゆ った り と 過 ご せ る 場 所 を 創 出し て ま い り た い 。　
特 に 、 ワ ー プ ス テ ー シ ョ

ン 江 戸 と い う 全 国 的 に も 特色 あ る 施 設 を 核 に 、 周 辺 環境 と の 一 体 的 な 活 用 を 進め 、 自 然 体 験 や 地 域 文 化 、地 元 の 食 に 触 れ ら れ る 魅 力あ る エ リ ア 形 成 を 目 指 し てい く 。　
ま た 、 地 域 農 産 物 を 活 用

し た 食 の に ぎ わ い づ く りや 、 市 民 参 加 型 イ ベ ン ト 、民 間 活 力 の 導 入 な ど も 視 野に 入 れ な が ら 、 市 内 外 か ら多 く の 人 が 訪 れ る 交 流 拠 点と し て 、 地 域 経 済 の 活 性 化に も つ な げ て い き た い と 考え て い る 。　
さ ら に 、 ス マ ー ト イ ン

タ ー チ ェ ン ジ 周 辺 開 発 と の相 乗 効 果 を 図 り な が ら 、  「 子育 て 世 代 に 選 ば れ る ま ち 」と し て の 魅 力 向 上 に も 取 り

前 空 間 と な る よ う 、 一 般 車や バ ス 、 タ ク シ ー な ど の 円滑 な 乗 り 換 え や 安 全 な 通 行環 境 の 確 保 を 図 る と と もに 、 安 全 性 ・ 利 便 性 向 上 や将 来 的 な ま ち づ く り を 見 据え な が ら 検 討 を 進 め て いる 。　
今 後 に つ い て は 、 関 係 機

関 と の 協 議 や 調 査 結 果 を 踏ま え 、 設 計 を 進 め 、 市 民 の皆 さ ま に と っ て 利 用 し や すく 、 安 全 で 快 適 な 駅 前 広 場の 実 現 を 目 指 し て ま い り たい 。　
■ 道 路 イ ン フ ラ の 整 備

　
本 市 で は 、 つ く ば エ ク ス

プ レ ス 沿 線 開 発 や 人 口 増 加に 伴 う 交 通 需 要 の 変 化 に 対応 す る た め 、 道 路 ネ ッ トワ ー ク の 整 備 を 進 め て いる 。　
特 に 、 都 市 計 画 道 路 守 谷

小 絹 線 は 国 道 ２ ９ ４ 号 や 主要 地 方 道 つ く ば 野 田 線 周 辺の 交 通 渋 滞 の 緩 和 や 、 地 域の 円 滑 な 移 動 を 図 る 重 要 な路 線 と し て 整 備 を 進 め て おり 、 早 期 完 成 に 向 け 事 業 を推 進 し て い る 。　
ま た 、 全 国 的 に 道 路 や 橋

梁 な ど イ ン フ ラ 施 設 の 老 朽化 が 課 題 と な る 中 、 本 市 にお い て も 定 期 点 検 や 計 画 的

な 修 繕 を 行 い 、 安 全 性 の 確保 と 適 切 な 維 持 管 理 に 努 めて い る 。　
今 後 も 市 民 生 活 や 地 域 経

済 を 支 え る 重 要 な 基 盤 と して 、 計 画 的 か つ 効 率 的 な 道路 イ ン フ ラ 整 備 及 び 老 朽 化対 策 を 推 進 し て ま い り たい 。　
■ 入 札 制 度 の あ り 方

　
現 在 の 建 設 業 界 を 取 り 巻

く 状 況 は 、 資 材 高 騰 や 深 刻な 人 手 不 足 、 時 間 外 労 働 の上 限 規 制  （ ２ ０ ２ ４ 年 問 題 ）へ の 対 応 な ど 、 様 々 な 問 題が 山 積 し て い る 。　
こ れ ま で の 入 札 制 度 で

は 、 市 民 の 大 切 な 税 金 を 使う 以 上 、  「 １ 円 で も 安 く 抑え る 」 こ と が 最 優 先 さ れ がち だ っ た 。 も ち ろ ん 、 コ スト 削 減 は 行 政 と し て 極 め て重 要 だ が 、 極 端 な 価 格 競 争が 起 き る と 、 工 事 の 品 質 低下 や 完 成 の 遅 れ 、 さ ら に は下 請 け 企 業 へ の し わ 寄 せや 、 労 働 環 境 の 悪 化 に つ なが り 、 結 果 と し て 地 域 の イン フ ラ を 守 り 、 災 害 の 復 旧等 に も 尽 力 い た だ く 地 元 の企 業 が 疲 弊 し て し ま っ て は本 末 転 倒 で あ る 。　
近 年 、 こ れ ま で の 制 度 の

あ り 方 を 見 直 す 流 れ が 加 速し て い る 。 昨 今 の 資 材 高 騰や イ ン フ レ に 合 わ せ 、 実 勢価 格 を 反 映 し た 予 定 価 格 の設 定 や 最 低 制 限 価 格 の 導

入 、 契 約 後 で も 物 価 変 動 に応 じ て 柔 軟 に 契 約 金 額 を変 更 で き る 「 ス ラ イ ド 条項 」 の 運 用 、 建 設 工 事 現 場の 週 休 ２ 日 制 導 入 な ど 、 企業 利 益 の 確 保 や 若 手 の 入 職促 進 、 地 元 企 業 の 持 続 性 向上 に つ な が る 取 り 組 み が 行政 主 導 に よ り 進 め ら れ て いる 。　
こ れ ら の 入 札 制 度 の 改 善

に よ り 、 建 設 業 者 が 適 正 な利 益 を 上 げ 、 次 世 代 の 担 い手 を 育 て ら れ る 環 境 を 発 注者 側 （ 行 政 ） が 責 任 を 持 って 整 え て い く こ と で 、 地 域の 産 業 基 盤 を 守 り 、 公 共 工事 の 品 質 と 安 全 性 の 長 期 的な 担 保 に 結 び つ い て い く もの と 考 え て い る 。 行 政 コ スト の 抑 制 を 図 り つ つ 、 地 域イ ン フ ラ を 守 る と と も に 、持 続 可 能 な 街 の 未 来 を 育 てる た め 、 今 後 も 現 場 の 声 に耳 を 傾 け な が ら 、 入 札 ・ 契約 制 度 の 改 善 に 努 め て い きた い 。　
■ 建 設 業 界 へ の メ ッ セ ー

ジ　
こ れ ま で 本 市 の 発 展 を 支

え て い た だ い た 建 設 業 界 の皆 さ ま に は 、 イ ン フ ラ 整 備や 防 災  ・  減 災 対 策 を は じ め 、地 域 社 会 の 安 全 ・ 安 心 の 確保 に 多 大 な る ご 尽 力 を い ただ い て い る こ と に 、 心 よ り感 謝 申 し 上 げ た い 。 今 後 も人 口 増 加 が 続 く 本 市 に お いて 、 持 続 可 能 な 都 市 基 盤 の整 備 と 地 域 活 力 の 向 上 は 重要 な 課 題 。　
建 設 業 界 の 皆 さ ま と の 連

携 を さ ら に 深 め な が ら 、 未来 へ 誇 れ る ま ち づ く り を 進め て ま い り た い 。  引 き 続 き 、皆 様 の ご 支 援 、 ご 協 力 を お願 い 申 し 上 げ る と と も に 、建 設 業 界 の ま す ま す の ご 発展 と ご 繁 栄 を 心 よ り お 祈 り申 し 上 げ る 。

　
■ ３ 期 目 の 抱 負

　
市 民 の 皆 様 の ご 信 任 を 賜

り 、 つ く ば み ら い 市 長 と して ３ 期 目 の 市 政 を 担 わ せ てい た だ く こ と と な っ た 。 改め て 責 任 の 重 さ を 胸 に 刻み 、 市 民 の 皆 さ ま が 安 心 して 暮 ら せ る ま ち づ く り に 全力 を 尽 く し て ま い り た い 。ス マ ー ト イ ン タ ー チ ェ ン ジの 周 辺 開 発 や ワ ー プ ス テ ーシ ョ ン 江 戸 周 辺 開 発 に よ る文 化 的 な ま ち づ く り 、 教 育や 子 育 て に 係 る 施 策 な ど を推 進 し て ま い り た い 。　
■ ワ ー プ ス テ ー シ ョ ン 江

戸 周 辺 開 発 に つ い て　
ワ ー プ ス テ ー シ ョ ン 江 戸

周 辺 に つ い て は 、 本 市 の 持つ 「 自 然 」  「 文 化 」  「 食 」 の魅 力 を 生 か し な が ら 、 子 ども の 遊 び 場 を 中 心 と し た 、多 世 代 が 集 い 交 流 で き る 新た な 拠 点 づ く り を 進 め て いき た い と 考 え て い る 。　
本 市 は 、 豊 か な 自 然 環 境

や 田 園 風 景 に 恵 ま れ る 一方 、 子 育 て 世 代 の 転 入 も 多く 、 家 族 で 安 心 し て 楽 し める 空 間 へ の 期 待 が 高 ま っ てい る 。 そ う し た 中 で 、 子 ど

　
４ 月 に 無 投 票 で の ３ 度 目 当 選 を 果 た し た 小 田 川 浩 つ く ば み ら い 市 長 。 優 れ た 政

治 手 腕 に よ り 市 民 の 信 任 を 得 た と 言 え る だ ろ う 。 ３ 期 目 と な る 今 期 は 、 ス マ ー トイ ン タ ー チ ェ ン ジ 周 辺 開 発 や ワ ー プ ス テ ー シ ョ ン 江 戸 周 辺 開 発 、 み ら い 平 駅 前 広場 の 整 備 、 都 市 計 画 道 路 守 谷 小 絹 線 を は じ め と し た イ ン フ ラ 整 備 事 業 な ど を 着 実に 推 進 し て い く 。 市 民 の 期 待 を 一 身 に 背 負 う 小 田 川 市 長 に 、 ３ 期 目 の 意 気 込 み や施 政 方 針 を 聞 い た 。 守 谷 小 絹 線 の 早 期 完 成 を

み ら い 平 駅 前 広 場 を 整 備

小 田 川  浩 （ お だ が わ ・ ひ ろ し ） 　 1 9 6 7  年 （ 昭 和  4 2  年 ） 生

ま れ の  5 9  歳 。 明 治 大 学 公 共 政 策 大 学 院 修 了 。 市 議 会 議 員 （ 2

期 ） を 経 て 、 2 0 1 8  年 か ら 現 職 。

◆ プ ロ フ ィ ー ル ◆

▲ 初 登 庁 で 職 員 か ら 花 束 を 受 け 取 っ た


